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日蓮系臨終行儀思想の系譜について※
清　水　海　隆※※
1．はじめに
　日本におけるターミナルケアの端緒は仏教系の臨終行儀であるとされるが，その思想的系譜
については神居文彰稿「日本仏教における「臨終行儀」の系譜」に概説されている1。ここで述
べられている日本仏教各回のうち，日蓮系の臨終行儀については，以下のような著作が臨終行
儀に関連するものとしてあげられている。
　　（1）宗祖日蓮（1222～1282）著『妙法尼御前御返事』
　　（2）白蓮阿閣梨日興（1246～1333）著r引導秘訣』
　　（3）伝・心性平日遠（1572～1642）著r千代見草』
　　（4）禅智院日好（1655～1734）著『臨終用心記』
　　（5）堅樹院日寛（1665～1726）著r臨終用心抄』
　　⑥　　r臨終一心抄　日蓮上人』
　　（7）臨終曼茶羅の存在（安国院日講（1626～1698）著『説黙日課』によって例示）
　つまり，日蓮系の文献として日蓮聖人およびその六老僧の一人である日興という初期グルー
プと，日遠，日好，日野，およびr臨終一心抄　日蓮上人』，臨終曼茶羅という近世グループの
2種類を取り上げているのである。以下では，これら2つのグループを辿りながら，日蓮系に
率ける，特に近世日蓮系思想における臨終行儀思想について，先行研究の成果を踏まえつつ，
概観してみたい。
2．「臨終行儀」の成立の背景
　宗教，特に仏教思想における主要な検討項目の一つがひとの生死であることは，仏教の成立
契機とされる釈尊の「四門出遊」の説話2を引くまでもなく，異論のない所であろう。この説話
は，釈尊の出家の内的契機の一つがひとの生老病死に対する思索にあったことを示していると
理解されるのである。そして，釈尊のこの内的契機は，釈尊個人の出家の要因となったのみで
なく，当然ながら，その後の仏教教団・仏教思想の中心的課題とされつつ，現代にまで及んで
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いるのである。そのことは，生老病死に関する思索がインドにおいて縁起観を発達させ，ま
た，中国では仏教経典に共通する特徴として諸行無常・諸法無我を含む三法印が示されている
点からも明らかであろう。
　一方，わが国では6世紀中葉とされる仏教伝来の後平安時代の半ばまで，朝廷のレベルでは
仏教は主として鎮護国家を祈念する護国的宗教として位置づけられていたと考えられよう。そ
の象徴が8世紀中葉の聖武天皇による国分寺建立の詔およびそれによる国分寺（金光明四天王
護国之寺）・国分尼寺（法華滅罪之寺）の建立である。しかし，11世紀中頃に比定される末法
到来を契機とする末法思想の流行，武家社会の形成，およびその影響を二因とするいわゆる鎌
倉仏教の成立・流行によって，ひとの生死に関する思索が再び仏教各宗の中心的課題とされる
に至ったと考えられるのである。
　わが国における臨終行儀思想の成立は，このような日本仏教の展開を背景としているもので
あり，その端緒が10世紀末の恵心僧都源信著r往生要集』巻中末3の臨終行儀段における臨終
行儀思想の説示である。本書はその後の平安・鎌倉時代の思想に多大な影響を与えているとさ
れている。
3．初期グループにみる日蓮系臨終行儀思想
　日蓮系の臨終行儀思想を考える時，まずに検討しなくてはならないのが，宗祖である日蓮聖
人が臨終についてどのような態度を有していたかであることは当然であろう。そこで，まず日
蓮聖人および日興の初期グループについてみてみたい。
　それをみる前に，このグループが著された時代の特徴については，日蓮聖人自身の著である
『立正安国論』の第一問答において，旅客に次のように述べさせている4。
　　旅客来，テ嘆テ日。　自2近年1至2ルマテ近日1二天変中天飢饒群臣　遍．満2チ天下1二　広。送2ル地
上1二。牛馬発㌧巷。骸骨充レテ，路．。招㌧死．之夕蝉．超2エ大半1二　不㌦ノ悲レマ之，族敢テ無2シー
人1モ。然ル間　或医専2．シテ利剣即是之文’，　唱2一西土教主之名1．或ハ侍2，テ衆病悉除之願1．
諦2。東方如来之経1，　或一仰2キテ病即消滅不老不死之詞1，　崇2，法華真実之妙文1，　或．、
信2。テ七難即滅七福即生之句1。調2一百座百講評儀1．有一因2，テ秘密真言之教’．漉2キ五型之
水1，有一全2シテ坐禅入定之儀1，澄2シ空蝉草月’．若。一書㌧テ七鬼神之号1。照準2。千国1、
若。一図2。テ五大力之形’，而懸2。万戸1．若拝2。テ天神地舐1。而企2．四角胴着之祭祀’．　若。．、
哀2，テ万民百姓’，而行2。国主国宰之徳政1。。難レ然，唯擢2。．，．シテ肝胆1，華華2リ早手’、　乞
客濫レレ目。死人満レテ，眼．。臥㌧テ屍，為㌧観，並レー。　，作レ．橋，。観。ハ夫．二離合㌦壁．　五膳
　　連レ。珠。。三宝在㌧世．百王未㌧窮。　此世早。衰一　其法何，廃。タルヤ。是依㍉何ナル禍1、　是
　　由2ルや何ナル誤1．　。（下線筆者）
　ここで，下線部において，「自近年至近日天変地本飢馬添癌　遍満天下　広送地上。牛馬艶巷
骸骨充路。招死之輩既超大半　不悲之族敢無一人。…　　弥逼飢疫　乞客濫目死人満眼。臥屍
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為観並　作橋。」と示された文によれぽ，当時の社会状況は，大地震や台風等の天変地異や飢饒
や疫病が続発する等によって家畜や人死が多く発生し，人々は神仏に祈りを捧げているが何の
効果もなく，家を失った浮浪者と死者ぽかりが目に付くような有様であったのである。このよ
うな時代背景の中で日蓮聖人はその宗教活動を展開していったのである。
　さて，このような時代を生きた日蓮聖人のすべての著作の中において，試みに「臨終」の語
がどのように出現するかをみてみたい5。「臨終」の語は，日蓮遺文434点中38点に見いだされ
る。今，遺文中の「臨終」の語を含む当該箇所をあげると以下の通りである。なお，末尾の
〔　〕内は，r昭和定本日蓮聖人遺文』掲載頁および日蓮聖人の年齢である。
　（1）『念仏無間地獄妙』「（善導が一言に破れて千中無一虚妄の法と成り…　）最後臨終の言
に云。　此身可㌧厭．被レ責2諸苦1．暫。モ無㌧，休息1。…　　入2テ浄土門1．師、跡。可㌧ハ踏。　臨
終，停戦2。善導1。自害可レキ有、、1歓」〔p．38，34歳〕
　（2）『守護i国家論』「大文第八．門．述テ云。…　　乃至臨終．，、願2求スル．往生1。得2ル．、其便宜1。不レ
如2念仏1．．、已上。・・…　　是故。信2ス、レ法華経1。者一一。臨終、時…　　不㌧テ取2。巻軸㌧拳2ル法
華経八巻1，徳有レ，之。是豊．船下。ヤ権教、念仏者、期2。テ臨終正念1。欲レスル唱2．、十念、念仏㌧者．
勝2ル、百千万倍’之易行上。乎。・・…　　故。現世．一七難即滅七福三生シ　乃至臨終之時．、必有2テ
来迎1乗2シ観音，蓮台1．」〔p．108～133，38歳〕
　（3）『災難興起由来』「浬葉経．云。若有下ハ不㌦信2是経典1。者上○若一臨終、時荒乱シ　刀兵競、
起，帝王、暴虎・怨家、離離隙」：着所2〃侵逼1已上」〔p．160，39歳〕
　（4）『災難対治紗』「一葉経二云ク　若有壁ハ不㌦信2是経典㌧者上O若一臨終．時荒乱　刀兵競．
起，’帝王、暴虐・怨家，離隙。之所2．ン侵逼1已上」〔p．170，39歳〕
　（5）r唱法華題目妙』「弥陀の本願は却下無智・善人悪人・持戒破戒等をも択ばす，只一念唱。
れば臨終に必ず弥陀如来本願の故に来迎し給ふ。」〔p．186，39歳〕
　（6）『持妙法華問答鉾』「臨終巳に今にありとは知，ながら，我慢偏執名聞利養に著して妙法を
唱へ奉らざらん事は，志の程無下にかひなし。」〔p．283，42歳〕
　（7）『月水御書』「又不慮に臨終なんどの近づき候はんには，魚鳥なんどを服せさせ給ても候
へ。よみぬべくば経をもよみ，及び南無妙法蓮華経とも唱へさせ給候べし。」〔p．292，43歳〕
　（8）r題目弥陀名号勝劣事』「詮するところ，近来の念仏者並に有智の明匠とおぼしき人人の，
臨終の思。やうにならざるは是大病法の故也。」〔p．296，43日間
　（9）r当世念仏者無間地獄事』「可レキ仰2。念仏宗．亀鏡Lト智者達　為2ル念仏宗、大檀那1大名小名
並二有徳，者　多分一臨終不㌦如㌧ナ。思。之由聞レキ之。見㌦之，。而ル昌善導和尚定2．十即十生’、十
遍乃至一生之間、念仏者バー人モ不レ漏．可㌧ト遂2ク往生1，見エタリ。人、臨終、善導、釈、ハ水火也。・・
・悪人臨終之時値下テ覚2．ル妙法㌧善知識上．所レ、覚，、諸法実相，令レ．テ説。聞レク之．者正念難㌧存シ・
・…@　而ル．不㌦作2．十悪五逆’ヲ当世．念仏．上人達並．大檀那等．臨終．悪瘡奪．諸．悪重病並．臨
経二狂乱一不㌦得ヒ野羊也。　…　　何二況や為㌦念仏宗・長者1善慧・隆観・聖光・置生・南無・真
光等皆受2テ悪瘡等．重病㌧臨終．狂乱。テ死。ル之由聞レキ之，又知㌦之，。其已下．念仏者．臨終．狂乱
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不レ知2。其癖1。。善導和尚，所レ、定。ル十関門生．闘。テ所レ、嫌一ル千中戸一，成。。。千中無一、被レレ．
定．法華・真言，行者．、粗ホ臨終正念ナル由聞レ．，之。。」〔p．312～313，43歳〕
　⑩『善無畏三蔵紗』「此人の野道義房義尚此人に向て無間地獄に堕。べき人と申。て有しが，臨
終思。様にもましまさざりけるやらん。」〔p．474，49歳〕
　qD『生死一大事血脈妙』「所詮臨終只今にありと解て，信心を致して南無妙法蓮華経と唱る人
を，是人命終為押印授手令不恐怖不堕悪趣と説。れて候。・・…　　日蓮先ツ粗弘め候なり。相
樹相構テ強盛の大信力を致して南無妙法蓮華経臨終正念と祈念し給へ。生死一大事の血脈此よ
り外に全く求ることなかれ。煩悩即菩提生死即貸料とは是なり。」〔p．522～524，51歳〕
　⑫r開目抄』「止観、七。云．昔鄭洛、禅師名四2河海旦．住。ル，キー則四方雲、．、ク。仰。去ル、キー則
呼野成㌧群。隠々轟々亦有2，レ何、利益1。。臨終．皆悔ユ等云云。」〔p，597，51歳〕
　⑬『富木殿御返事』「日蓮臨終一分モ無㌧疑。刎頭之時．、殊．喜悦可レ有ル候。値2テ大賊1．大毒．
易2。，宝珠㌧可レキ思鰍。」〔p．619，51歳〕
　⑭『当体義妙』「伝教大師ノ最後臨終ノ十生願ノ記二巴ク　南無妙法蓮華経云云。」〔p．767，
52歳〕
　⑮r呵責諺法滅罪砂』「提婆達多は仏の御敵，四十余年の経経にて捨．られ，臨終悪くして大
地破て無間地獄に行。しかども，法i華経にて召。還して天王如来と記せらる」〔p．789，52歳〕
　⑯『上野殿御返事』「故親父は武士なりしかども，あながちに法華経を尊、給．しかば，臨終正
念なりけるよしうけ給、，き。」〔p．836，53歳〕
　Oの『顕立正意抄』「我弟子等之中ニモ信心薄導者ハ臨終半時可㌧現2．阿鼻獄之相1。。其時不レ可レ
恨レム我，等云云。」〔p．842，53歳〕
　⑱『法蓮紗』「最後臨終の時，子息，遺龍を召。テ云．・・…　　彼の臨終の大苦をこそ堪忍すべ
しともおぼへざりしに，無間の苦は尚百千億倍なり。…　　臨終の時，汝を誠て仏経を書．こと
なかれと遺言せし事のくやしさ申。ぽかりなし。」〔p．946～947，54歳〕
　⑲『種種御振舞御書』「此等の臨終はいかんがありけんと尋。べし。．．．此人々の御臨終はよく
候。けるかいかに。日蓮なくば此人々をば仏になりぬらんとこそをぼすぺけれ。」〔p．983，54
歳〕
　⑳r撰時抄』「提婆勢多は釈尊の御身に血をいだししかども，臨終の時には南無と唱たりき。
仏とだに申。たりしかば地獄には堕．べからざりしを，業ふかくして但南無とのみとなへて仏と
はいわず。」〔p．1052，54歳〕
　⑳r浄蓮房御書』「臨終の時，始．て上の七種の衆生を弁へたる智人に行きあひて，岸、上の経
経をうちすてx溺㌦、水。の機を救はせ給。。」〔p。1074，54歳〕
　伽r単衣紗』「今生には祈，となり，財となり，御臨終の時は月となり，日となり，道とな
り，橋となり，父となり，母となり，牛馬となり，輿となり，車となり，蓮華となり，山とな
り，二人を霊山浄土へ迎へ取りまいらせ給。べし。」〔p．1107㍗1108，54歳〕
　㈱『富木尼御前御書』「ときどのの御物がたり候は，このはわ（此母）のなげきのなかに，り
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んずう（臨終）のよくをはせしと，尼がよくあたり，かんびやうせし事のうれしさ。いつのよ
（世）にわするべしともをぼへずと，よろこぼれ候なり。」〔p．1147～1148，55歳〕
　⑳r報恩抄』「結句御臨終の後には，階の皇帝にまい（参）らせて，小児が母にをくれたるが
ごとくに足をすりてなき給．しなり。・・…　結句死し給．てありしには，弟子等集，て臨終
いみじきやうをほめしかども，無間大城に堕チにき。」〔p．1227～1228，55歳〕
　㈱『松野殿御返事』「悦ばしからん時も今生の悦．は夢の中の夢，霊山浄土の悦．こそ実の悦。
なれと午下シ合せて又南無妙法蓮華経と唱へ，退転なく修行して最後臨終の時を待。て御覧ぜ
よ。」　〔p．1273，　55歳〕
　㈱『松野殿御返事』「但在家の御身は余念もなく日夜朝夕南無妙法蓮華経と唱導て，最後臨終
の時を見させ給へ。妙覚の山に走り登り四方を御覧ぜよ。」〔p．1389，56歳〕
　⑳r四條金吾殿御書』「一寸心ぐるしくをもひて，臨終までも心にかけしいもうとどもなれ
ば，失をめん（免）じて不便というならば，母の心やすみて孝養となるべしとふかくをぼすべ
し。」〔p．1439，57歳〕
　⑳r上野殿御返事』「腿に南無阿弥陀仏と申。あはせて候人は，仏の金言なれば一定の往生
とこそ人も我も存。候へ。・・…　臨終に南無妙法蓮華経と親日させ給．ける事は。一眼のか
め（亀）の浮木の穴に入り，天より下いと（糸）の大地のはり（針）の穴に入ルがごとし。・・
・此尼御前は日蓮が法門だにひが事に候はば，よも臨終には正念には住し候はじ。」〔p．1490～
1492，57歳〕
　⑳『南條殿女房御返事』「山といひ，河といひ，馬といひ，下人といひ，かたがたかんなん
（簸難）のところに，度度の御回申。ぽかりなし。御所労の人の臨終正念，霊山浄土疑。なかる
べし，疑。なかるべし。」〔p．1504～1505，57歳〕
　⑳r富木入道殿御返事』「天台・伝教等の御時には理也。今は事也。…　　天地はるかに殊也
こと也と，御臨終の御時は御心へ有るべく候。恐々謹言。」〔p．1522，57歳〕
　⑳『妙法尼御前御返事』「大野．云．　臨終之時色黒キ者ハ堕2。地獄1．等云云。…　　夫．以，レぼ
日蓮幼少の時より仏法を学び堕しが念願すらく，人の寿命は無常也。出。る気は入る気を待。
事なし。風の前の露，．旧卒にあらず。かしこきも，はかなきも，老。たるも，若きも定め無き
習。也。されば先臨終の事を習。て後に他事を習。べしと思。て，一代聖教の論師・人師の書釈あ
らあらかんがへあつめ（勘集）て，此を明鏡として，一切の諸人の死する時と並に臨経の後と
に引。向一てみ候へば，すこしもくもりなし。此人は地獄に堕。ぬ乃至人天とはみへて候を，世間
の人々或は師匠父母等の臨終の相をかくして西方浄土往生とのみ申。候。悲イ哉，師匠は悪道に
堕チて多。、苦しのびがたければ，弟子はと父まりみて師の臨終をさんだんし，地獄の苦を増長
せしむる。…　　天台大師御臨終、記．云．　色白シ。玄　三蔵御臨終を記シテ云。色白シ。…
はた又法華経の名号を臨終に二反となうと云云。・・…　　しかれば故聖霊，最後臨終に南無
妙法蓮華経ととなへさせ給．しかば，一生乃至無始の悪業変じて仏の種となり給。。煩悩即菩
提，生死即浬葉，即身成仏と申．法門なり。」〔p．1535～1537，57歳〕
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　紛r本尊問答抄』「法華経の故に地頭におそれ給．て，心中には不便とおぼしつらめども，外
にはかたきのやうににくみ給。ぬ。後にはすこし信。給、たるやうにきこへしかども，臨終には
いかにやおはしけむ。おぼつかなし。」〔p，1585，57歳〕
　鮒『千日尼御前御返事』「人は臨終の時，地獄に堕．る者は黒色となる上，其身重き事千引の
石の如し。善人は設ひ七尺八尺の女人なれども色黒キ者なれども，臨終に色変じて白色とな
る。」〔p．1599，57歳〕
　㊤O『上野殿御返事』「日蓮生れし時よりいまに一日片時もこ玉ろやすき事はなし。此法華経の
題目を弘めんと思。ばかりなり。相かまへて相かまへて，自他、生死はしらねども，御臨終のき
ざみ，生死の中間に，日蓮かならずむかいにまいり候べし。」〔p．1637，58歳〕
　㈲『三世諸仏総勘文教相廃立』「実．悟2。バ己心、仏心，一心㌧，、可レキ擬2。臨終1，悪業モ不レ有、．
　可レキ留2マル生死1．妄念モ不レ有ル。」〔p．1698，58歳〕
　㈹『上野殿後家尼御前御書』「又見回はざらん事こそかなしくは候へ。さは候へども釈迦仏・
法華経に身を入．て候しかば臨終目出説けり。」〔p．1794，59歳〕
　Gの『上野尼御前御返事』「此人仏法をいみて経をかXじと申ス願を立テたり。此人死期来りて重
病をうけ，心経にをよんで子に遺言して云。，汝は初子なり。その跡絶ずして又我よりも勝れた
る手跡也。たとひいかなる悪縁ありとも法華経をかくべからずと云云。」〔p．1891，60歳〕
　㈱r西山殿後家尼御前御返事』「わるくて仏になりたらば，法華経の力あらはるべし。よって
臨終わるくば法華経の名をりなん。さるにては日蓮はわるくてもわるかるべし，わるかるべ
し。恐恐謹言。」〔p．1903，60歳〕
　ここにあげた「臨終」の語は死・逝去・最期などの意味で用いられており，またその前後の
用例からは，多くの場合，日蓮聖人が臨終の相の良し悪しについて信仰，すなわち法華経信仰
・題目受持と結びつけ語っていることが理解されるのであり，そこには臨終行儀的な視点は未
だ現出していないのである。むしろ，日蓮聖人の信仰的な姿勢である法華経最勝ならびに「南
無妙法蓮華経」の唱題という信仰形態を創始したこと等を考えれば，彼の臨終における行儀の
根本が題目受持の一点にあったと云うことができるのである。そのことは，たとえば上記⑪
r生死一大事血脈紗』に「相構相構テ強盛の大信力を致して南無妙法蓮華経臨終正念と祈念し給
へ。生死一大事の血脈此より外に全く求ることなかれ。」と述べられていることからも理解で
きるのである。もちろん，ひとの最期を表す表現は「臨終」の語のみではなく日蓮遺文におい
ても他の表現も用いられていることは当然である。しかし，たとえば「命終」の場合も用例は
「臨終」と同様であり，「命終之後生於梵天」（r細目抄』p．603），「乃至其人命終入阿鼻獄等」
（『撰時日』p．1058）等のように用いられているのである。
　さて，先の神居論文では，日蓮系の臨終行儀関連文献に上記⑳『妙法尼御前御返事』をあげ
ている。この『妙法尼御前御返事』は比較的短い手紙文であるが，その引用箇所には日蓮聖人
の臨終考察の動機が示されている。「人の寿命は無常也。出る気は入る気を待歪なし。風の前の
露，尚讐にあらず。かしこきも，はかなきも，老たる・も，若きも定め無き習也。されば先臨終
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の事を習て後に他事を習べし…　　」とあるように，ひとの寿命が無常であることを自覚した
日蓮聖人にとって，臨終こそが優先的思索対象と考えられたのである。そして，仏典，先師の
著述によって寿命の無常性の原因を究明した結果，ひとの臨終の様相とその後生が理解された
と述べているのであり，日蓮遺文中において臨終考察の必要性を明記する第一の著述であると
思われるのである。
　このような日蓮聖人の臨終考察の方向性が，同時代の弟子として日蓮聖人自身がその滅後の
布教を託した本弟子6人（六老僧）の一人・白蓮阿閣梨日興の『引導秘訣』6へとつながつたも
のと理解することは可能なのではなかろうか。ここでは，既に神居論文でも触れられていると
ころなので，簡単に触れることとしたい。
　『引導秘訣』は全21項目からなる小論であり，そこで，観法者智慧也，臨終進文心持事，死
者臨終進事，死人沐浴文事，入棺時，出棺，道行時観法事，導師時心持肝要也，其上三諦観法
肝要也，導師臨霊地心持，導師唱題目，若導師定，讐旧事，鼻血時，総勘文事，爆三廻事，曼
茶羅事，三度廻四門事，引導師事，位牌立心持事，総勘文の各項目が示されており，ひとの臨
終から葬送にいたるまでの作法が示されている。ここで，本稿と関連する第2項「臨終進文心
持事」・第3項「死者臨終進事」を次にあげることとする。
　　二臨終。進，レ文，心持．事。示云南無妙法蓮華経、一返唱一，若有発心欲得阿最多羅i三貌三菩
　　提，現世安穏後世善処，受持法華名者福不可量，是．ハ生者二臨終ヲ進ル文也，口．内へ可レ
　　入レ唱者也，心持，，、者我唱ル血忌終始信心強盛，心也ト思詰テ可㌧進。，可㌧秘。可㌧秘ス
　　三死人．臨終，進，レ事。文．云，南無妙法蓮華経，若有発心欲得阿山多羅三論三菩提，毎自作
　　是念以何令衆生心入無上道士成就仏身，是：モ我．如㌧是、唱ル事，、，即死人。唱フルト可㌧観ス，
　　可㌧秘ス可㌧秘ス
　ここで，第2項「臨終進文心持事」では，看病者（もしくは看死者）が臨終者に対して「南
無妙法蓮華経」・「若有発心欲得阿褥多羅三論三菩提　現世安穏後世善処　受持法華名者福不
可量」と唱えることによって，彼に臨終を進める文が示されている。また，第3項「死者臨終
進事」では，さらに進んで，看死者が死者に対して「南無妙法蓮華経」・「若有発心欲得阿品
多羅三貌三菩提　毎自作是念以何令衆生得入無上道速成就仏身」と唱えることが，死者が同文
を唱えるのと同様な意義があると理解すべきことが示されている。神居氏が述べるように「看
取る者の補助と看取りがあったことがわかる」「看病者が臨終から引続いて死後まで題目によ
る行儀を行ない，葬送へ連続したことを知ることができる」7のであり，当時の日蓮系の集団，
もしくは日興を中心とした信仰共同体において，既に看病・看死という末期の人々に対する看
取りが行われはじめていたことが理解されるのである。
　さて，上述の初期グループ2例は日蓮聖人およびその同時代例であり，日蓮聖人の思考の中
に臨終の問題があり，また臨終から引き続いて行われる葬送の作法，視点を変えれば看病から
看死そして葬送，に関しても一定の関心が示されていたことが理解されるのである。
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4．近世グループにみる日蓮系臨終行儀思想
　次に，日遠以下の近世グループ中のいくつかについてみてみたい。なお，・近世において臨終
行儀文献が多く著された背景には，当然ながら近世仏教教団の置かれた立場，その傾向が影響
を与えていると考えられる。これについて北村聡氏は「近世法華信仰の一具体像」において，
次のように述べている8。
　　近世の仏教教団が幕藩体制に組み込まれ，本末制度・檀家制度に基づいて固定化したこと
　　は周知の通りである。・・…　　すなわち，近世の安定した教団体制に支えられて，各宗
　　派では精緻な教学が発達し，教学の体系化が進められていったが，これに併行して，檀家
　　制度を基盤として民衆との接触を深めていった仏教教団は，その教義内容を平易な仮名文
　　によって簡易化したり，民衆生活と直結した具体的，経験的表現によって世俗化するなど
　　の形によって，民衆教化の実際面での深化に努力を払っているのである。
　北村氏の述べるように，通仏教的に言えば，近世仏教教団が寺請制度・檀家制度によって経
済的・社会的に安定化する一方で，寺檀関係の成立によって近世教団が民衆に目を向け，それ
以前にも増して民衆教化に乗り出していったことは容易に想像できるのである。そして，その
具体的現れの一つが各宗における臨終行儀文献の頻出となったのであろう。その中で，日蓮系
臨終行儀文献として，神居論文は冒頭にあげたように，『千代見草』・『臨終用心記』・r臨終
用心抄』・r臨終一心抄　日蓮上人』，および臨終曼茶畑の流布を例示しているのである。い
ま，r日蓮宗宗学章疏目録』9所掲の関連すると思われる文献を含め，著述もしくは発行の順に
あげると以下の通りである。
　（1）『千代見草』（2巻）伝・心性当日遠（生没1572～1642）
　本書は，身延山久遠寺中興三師の一人・心性忌日遠の作とされているが，藤井学氏が日焼仮
託説を説いたことは広く受け入れられている。それによれば成立の上限は1650年前後となろ
う。また，藤井属によれば，「本書は内容からみて，身延系受忍施派日蓮宗の教説を平易に織り
込んだ読み物である。」とされている10。・
　（2）『臨終用心記』（2巻）禅知院日好（生没1655～1734）
　本書は，玉沢妙法華寺27世日好の作で1720年に著されている。その内容は「安易な即身成仏
論を排し，持戒行法を重んじ，臨終に成仏の確証を見出そうとすることが説かれ，臨終曼茶断
による臨終正念への疑問など，日蓮系臨終行儀の在り方を再考することになる。」とされてお
り11，本書執筆の時点で後述する臨終曼茶羅を掲げた臨終行儀が日蓮系で行われていたことが
理解されるのである。
　（3）r臨終用心抄』（1巻）堅樹院日寛（生没1665～1726）
　本書は，大石寺26世日寛の作であり，「臨終に生じる種々の障害と題目による臨終正念につ
いて，さまざまな経論をもとに再説，宣揚を促している。」とされるものである11。
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　（4）『臨終安心』（1巻）著者未詳
　本書は，r日蓮宗宗論章疏目録』に著者未詳として掲載され，著作年が1765年であり，不受不
施派系の文献であることが示されているのみである。
　（5）『臨終用心記』（1巻）報寿油日藻（生没？～1784）
　本書は，鷹ケ峰檀林173世・下総長栄寺42世日赤が1781年刊行したものであるが，詳細は未
詳である。
　（6）r臨終用意抄』（1巻）芳文院日藻（生没？～1755）
　本書は，東京谷中延命院歴代日送の作で天明年間（1781～1788）に刊行されたものである
が，『日蓮宗宗学章疏目録』には本書一点のみが日喋の作とされている他は未詳である。
　（7）『臨終大事』（1巻）本妙日臨（生没1793～1823）1巻
　本書は，優照雨日面の師で甲州・醒悟園に居住した本妙日面の作である。
　（8）r臨終正念』（1巻）優陀那院日輝（生没1800～1859）
　本書は，金沢・立像寺22世優陀那日文の作である。
　（9）臨終曼茶壷の流布
　神居氏は，臨終血豆羅の流布に関して，安国院日並（生没1626～1698）著r説黙日課』に
よって例示しているが，『説黙日課』は1666年（41歳）から1698年（73歳）までの不受不施系学
僧・安国日盛の日向滞在日記である。その1675年の条他に，入棺本尊としての臨終曼茶羅の授
与ならびに臨終用心に関する説教がなされていたと述べている12。このことは，先にあげた禅
知院日面が『臨終用心記』の中で，臨終曼茶羅による臨終正念への疑問を呈していたとされる
ことと，年代的に符合するものであり，その当時において臨終煎茶羅の授与がある程度広く行
われていた証左となるものであろう。なお，臨終曼茶羅について松村寿巌氏は「日蓮宗「臨終
曼茶羅」の成立と展開」において考察を加えている。長文になるが引用したい13。
　　なお「臨終曼茶羅」授与の意図するところは，死に立ち向かう個人の臨終の相はいかにあ
　　るかの問に応えるものであった。それはまた，生きている自己の切実な問題として死がう
　　けとめられ，単なる死者の通過儀礼の役割をしたものでないことはいうまでもない。
　　さらに授与する僧にとって，この曼茶羅は人々の最も関心事である生死の問題に関与する
　　糸口ともなった。それは，人々の生死の苦悩からの解脱を願ったものであり，死を自覚し
　　たときの恐怖の心に安心の世界を与えたものでもあった。なおこれらの傾向は日蓮聖人の
　　教説，臨終正念という理念の延長線上に展開したものであった。
　　かつ智慮羅に「閻魔法皇」「五道冥官」が勧請されたことは・・…　　地獄思想によったも
　　のであり乳・・…　　一方，僧にとっては，臨終正念に導く具体的方策の一つとして展開
　　したものであった。
　ここで，松村氏の説に従えば，臨終産茶羅は日蓮の臨終正念の理念の延長線上にあり，臨終
を向かえた民衆に対し，死の苦しみを取り除き，生死の苦しみからの脱却を願って授与された
ものであると理解されよう。また，松村氏によれば，臨終曼茶羅授与の事例は，上限が1592年
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の京都本囲寺究寛院日頑のものであり，下限は1763年の身延久遠寺理天院日見のものであっ
て，近世初期に集中しており，先の文献一覧の年代ともほぼ対応するように思われるのであ
る。また，数量的には一如院日重（6幅）・池上日樹（5幅）　・寂静二日賢（3幅）等が多
く，受不施・不受不施派問わず書き与えているとされている。
　さて，上来，日蓮系の臨終行儀に関すると思われる文献中の近世グループについて紹介して
きた。ここで，その具体的内容について見ることとしたい。なお，上掲の諸文献はr日蓮宗宗
学章疏目録』を出典としているため，その保存状況は不明のものが多い。また，『千代見草』に
ついては，筆者を含めて既に種々に説かれているので14，ここでは，比較的初期のものとして，
（3）にあげた大石寺26世堅樹院日寛の『臨終用心抄』を，事例として紹介したい。なお，ここで
は了哲日心の1751年の写本がr富士宗学要集』に収められているので，それによることとす
る15。
　r臨終用心抄』は，34項目にわたって臨終に関する項目を列挙している。今冗長になるが，
それらの項目のみをあげてみれば以下の通りである。
　（1）「祖判三十二　十一に云く」（『妙法尼御前御返事』）
　（2）「臨終の事を属纏之期と日ふ事」
　（3）「多念の臨終，刹那の臨終の事」
　（4）「臨終の時心乱るるに三の子細有る事」
　（5）「問ふ断末魔の時心乱れざる用心如何」
　（6）「魔の所以の用心如何」
　（7）「妻子財宝の用心如何」
　（8）「臨終の作法は其の所を清浄にして本尊を掛け香華灯明を奉る可き事」
　（9）「遅からず速からず惟久く惟長く，鈴の声を絶へ令むる事勿れ，気尽くるを以て期とする
　　事」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　（1①「世間の雑談一切語り申す可からざる事」
　qDr病人の執心に留るべき事を一切語る可からざる事」
　⑫「看病人の腹立て候事，貧愛する事語る可からず」
　⑬「病人間ふ事あらば心に障らざる様に物語る可し」
　qの「病人の近所に心留る可き資材等置く可からず」
　⑮「唯病人に対して何事も夢也と忘れ玉へ南無妙法蓮華経と勧め申す可き事肝心也」
　⑯「病人の心に違ひたる人努々近付く可からざる事。惣じて問ひ来る人の一々病人に知らす
　　べからざる事」
　Oの「病人の近所には三四人は過ぐ可からず，人多ければ騒がしく心乱るる事あり」
　⑱「魚鳥五辛を服し酒に酔ひたる人何程親しき人なりとも門内に入る可からず，天魔便りを
　　得て心乱れ悪道へ引き入る故也」
　⑲「家中に魚を焼き病人に嗅気及ぶ可からざる事」
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⑫①「臨終の時には喉乾く故に清紙に水ひたして時々少々宛潤す面し，誰か水などと名づけて
　あらあらしく多くしぼり入る可からざる事」
⑳r唯今と見る時本尊を病人の目の前に向へ耳のそばへより臨終唯今也，祖師御迎ひに来り
　給ふ亡し，南無妙法蓮華経と唱へ給へとて病人の息に合せて速からず遅からず唱題すべ
　し，・・…　　」
⑳「死後の五時も六時も動かす可からず，此れ古人の深き誠め也」
㈱「看病人等あらく当る可からず，或はかがめをとする事，返す返す有る可からず」
⑳「断末魔と云ふ風が身中に出来する時，骨と肉と離るる也，
㈱「臨終の一念の瞑志に依って悪趣に入る事」
㈲「御書十八　二十二」（『月水御書』）
⑳「臨終の相に依って後の生所を知る事」
㈱「他宗諺法の行老は縦ひ善相有りとも地獄に堕つ高き事」
㈲「法華本門の行老は不善相なれども成仏疑ひ無き事j
e①「臨終に唱題する者は必ず成仏する事」
⑳r伝教大師一大事の秘書修善寺決　四丁・・…　　」
勧「文句四　七十二・・…　　」
㈹「末法本皮有善云云」
（3の「末法在世下種一人もなき事」
・・ v
　ここにあげた項目からも理解できるように，『臨終用心抄』では臨終に関する記述，成仏への
方法，看病者の看取りの注意事項などが，細かく記述されているのである。いま，この34項目
を試みに，臨終に関わる諸種の教説，臨終者の心得，看病人の心得の3種に分類するならば，
次のように分けることが出来よう。
　・臨終に関わる諸種の教説：（1）（4）⑳⑳⑳⑳圃e錦①の9項目
　・臨終者の心得：（3）（5）（6）（7）⑳の5項目
　・看病人の心得：（2）（8）（9）⑲qDq⑳⑬Qの⑮⑯⑰⑱⑲⑳⑳⑫⑫麗①㈲㊧の20項目
　項目内容の広狭・重軽の別はあるが，臨終者を看取る看病人の心得に関する項目が過半数を
占めているのである。つまり，『臨終用心抄』においては臨終を如何にとらえるのか，そのため
には平静からひとは如何なる心構え・準備をすべきかとともに，臨終老を臨終正念へと導くた
めの環境整備について詳細に語られていると言えるのである。このことは，日蓮系臨終行儀文
献の代表とされるr千代見草』における項目的説示と同様の特徴であり，両文献の成立年代を
確定することおよび両文献の関係を決定することが出来ないため確定は不可能であるが，ほぼ
同時代的に看病人の環境配慮について掲載する文献が存在することは，さきの臨終塩茶羅の存
在ともあわせて考える時，当該時期の日蓮系信仰共同体において臨終行儀思想が流布していた
ことを予想させるものと言えよう。なお，この点についてはその他に列挙した文献をも含め
て，稿を改めて述べることとしたい。
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5，日蓮系臨終行儀関連文献著述の背景
　最期に，上述のような日蓮系臨終行儀関連文献が作られた教団的背景について，先学の研究
を基にふれておきたい。このような近世グループが著述された一因として，北村氏は先の論文
において，藤井氏の日遠仮託説を引いてr千代見草』の著者問題に触れる中で，次のように述
べている16。
　　当時の日蓮教学の流れをみてゆくと，日遠門下で壮重の学系を引きながら，義学よりもむ
　　しろ事戒主義の実践当面を継承して，宗教における倫理性を強調し，人格の完成を仏道の
　　必須条件と考え，倫理を基調とする宗教の樹立をめざしたグループのあったことがしられ
　　る（執行海秀r日蓮宗教学史』平楽寺書店，1952年，222頁）。このグループは”倫理的実
　　南扇“と称されるが，本書の内容などを考えた場合あるいは，このグループのなかにその
　　著者を求めることができるのではないかと考えている。
　このように北村氏は，執行海秀著『日蓮宗教学史』によって「倫理的実践派」の中に『千代
見草』の著者を見いだす可能性を示している。では，倫理的実践派とはどのような系譜なので
あろうか。執行氏は次のように述べている17。
　　重門の教学は以遠系門下に依って形成されてみると云ふことが出来る。而して「それらの
　　教学思想の系統は，大体次の四種に大別されよう。・・…　　二は重門に於ける事戒主義
　　を継承した，鳴瀧・草山等一派であり，・・…　。
　　重門の学系を引きながら，義学よりも寧ろその事戒主義の実践的面を継承したものとして
　　は，鳴瀧系の中正日護i・本覚日英，草山の議政日政，鷹峰系の勝光日耀・明心土亡魂を挙
　　げることが出来る。而してこれら立師は殆んど時代を同じくして，宗教に於ける倫理性を
　　強調したのである。・・…　然し要は人格の完成を仏道の必須条件とするのであって，
　　倫理を基調とする宗教の樹立にあった。そこでこれら諸師の教学を一括して，倫理的実践
　　派と称することが出来やうと思ふ。（下線筆者）
　ここで執行氏は倫理的実践派とする上下が同様の活動時期を有していたとしているが，ζこ
に挙げられた諸師の活動時期を考えるならば，概ね1600年代をその時期とすることができ，さ
らにその系譜の展開を考えるならば，本稿所掲載諸文献が1700年代までであることと不適合は
ないのである。
　また，日重の系譜を継承した日遠の倫理的側面について，渡辺廟堂氏は『日蓮宗信行論の研
究』において，次のように述べている18。
　　日遠における信仰の倫理は小善成仏の思想であるように思われる。，・・…　　日遠は小善
　　を数多く修し，また法華経の信仰に立つことによって目に見えぬ小善を積むことと理解し
　　ているのであって，そこに日遠門下に実践倫理修行の系流を生じたゆえんを推察すること
ができよう。　（下線筆者）
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　ここにあげたように，両氏の研究からは日重→日遠→倫理的実践派とつながる系譜が，近世
日蓮系教団の中に存在していたことが理解されるのである。そして，この系譜が内容的には日
常生活における倫理性を強調していたこと，活動期的には日蓮系臨終行儀関連文献著述期とほ
ぼ重なりあうことから，北村氏の示唆するように，この系譜の中に日蓮系臨終行儀思想の主脈
を想定することも可能であろう。
6．おわりに
　上来，日蓮系臨終行儀思想の系譜に関して，現在想定される諸文献および近世日蓮系教団に
おける諸師の動向について，先行研究を頼りに若干の考察を試みてきた。はなはだ雑ばくな論
旨ではあるが，そこには，日蓮聖人の臨終正念思想の継承と，近世日蓮系教団もしくは日蓮系
信仰共同体における近世前期という当該時期の社会的動向に対応した教学的要請とが存在した
ことが理解されるのである。
　中世以来，民衆の間に熱狂的な信仰を形作ってきた宗団の一である日蓮系教団において，民
衆ρ生死への関心の高まりという背景を受け，このような思想が展開されてきたことは非常に
興味深い事象なのではなかろうか。
　既に述べた所であるが，今後，日蓮系教団における思想的系譜の展開を踏まえて，本稿聖上
の諸文献の解明と比較検討を行い，近世仏教における日蓮系臨終行儀思想の実態を明らかにし
ていきたい。
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